
よ
っ

て
、

小
田
原
が
横
浜
そ
の

他
東
海
道
沿
線
の

県
下
各
地
、

さ
ら
に

東
京

と
結
ば
れ
る
こ

と
は
大
き
な
意
味
を
も
っ

た
と
い

え
る
。

隣
接
地
域
と
の

商
品
の

集
散
地
と
し
て

ば
か
り
で

な
く
、

ま
た
箱
根
を
ひ

か
え
て

観
光
都
市
と
し
て

も
発
展
し
は
じ
め
て
い

た
小
田
原
に

と
っ

て
、

こ

の

鉄
道
の

開
通
は
、

そ
の

発
展
を
さ
ら
に

促
進
す
る
と
い

う
こ

と

に

な
っ

た
。

小
田
原
電
気
鉄
道
の

国
府
津
－
小
田
原
間
が
受
け
る
打
撃
は
も
と
よ
り

大
き
か
っ

た
が
、

東
海
道
本
線
に

接
続
す
る
鉄
道
が
開
通
し
、

さ
ら
に
、

何

年
か
の

ち
に

は
、

こ

こ

が
本
線
と
な
る
と
い

う
見
通
し
が
立
っ

た
た
め
に
、

小
田
原
の

さ
ら
に

大
き
な
発
展
が
、

こ

れ
に

よ
っ

て

約
束
さ
れ
る
こ

と
と
な

っ

た
の

で

あ
る
。

小
田
原
電
気
鉄
道
の

こ

の

区
間
は
、

熱
海
線
の

開
通
と
と

も
に

十
二

月
六
日

廃
止
の

運
命
に

立
ち
い

た
っ

た
。

同
様
の

変
化
は
、

早
川
か
ら
南
の

区
間
の

開
業
に

と
も
な
っ

て

起
こ
っ

て

き
た
。

す
な
わ
ち
、

小
田
原
－
熱
海
間
の

大
日

本
軌
道
小
田
原
支
社
線
は
、

同
線
の

熱
海
線
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、

当
然
そ
の

影
響
を
受
け
て
、

輸
送
機
関

の

意
味
を
失
っ

て

し
ま
う
。

そ
こ

で
、

同
社
は
関
係
各
方
面
に

働
き
か
け
、

一

九
二

〇
年
七
月
一

日
、

熱
海
線
の

国
府
津
－
小
田
原
間
開
業
に

当
た
っ

て
、

小
田
原
－
熱
海
間
の

軌
道
を
国
鉄
に

買
収
さ
せ
る
こ

と
に

成
功
し
た
。

国
鉄

熱海線（国府津駅沼津寄り分岐点－上方熱海線） 『熱海線建設要覧』より
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は
、

熱
海
ま
で
の

工
事
が
完
成
す
る
ま
で
、

こ

の

軌
道
線
を
、

熱
海
軌
道
組
合
に

貸
し
渡
し
て

熱
海
線
の

開
業
ま
で

は
営
業
を
継
続
す
る
こ

と
と
し

た
。

こ

の

よ
う
に
し
て
、

熱
海
線
の

工

事
は
、

そ
れ
ま
で
の

交
通
機
関
の

使
命
を
終
わ
ら
せ
、

新
し
い

幹
線
鉄
道
を
こ

こ

に

建
設
す
る
と
い

う
か
た
ち

で

進
め
ら
れ
た
。

早
川
か
ら
南
の

工

事
は
、

熱
海
街
道
に

沿
っ

て
、

相
模
湾
に

面
す
る

断
崖
に
、

い

く
つ

も
の

ト
ン

ネ
ル

を
掘
っ

て

進
む
こ

と
と

な
っ

た
。

根
府
川
か
ら
真
鶴
を
経
て

湯
河
原
に
い

た
る
間
は
、

こ

う
し
た
地
形
の

け
わ
し
い

と
こ

ろ
に

線
路
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

真
鶴
ま
で
の

開
業
は
一

九
二

二

年
十
二

月
二

十
一

日
、

湯
河
原
ま
で

は
一

九
二

三

年
十
月
一

日
開
業
の

予
定
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

湯
河
原
ま

で

開
業
の

直
前
、

一

九
二

三

年
九
月
一

日
に

関
東
大
震
災
が
起
こ

り
、

こ

の

た
め
に

熱
海
線
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

酒
匂
川
橋
梁
の

ト
ラ
ス

転

落
、

小
田
原
駅
構
内
の

線
路
崩
壊
、

小
峰
ト
ン

ネ
ル

の

崩
壊
、

玉
川
橋
梁
に

お
け
る
ト
ラ
ス

転
落
、

さ
ら
に

根
府
川
駅
付
近
で

列
車
が
断
崖
か
ら
海

中
に

転
落
す
る
な
ど
大
き
な
損
害
が
各
所
に

起
こ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
被
害
の

た
め
、

当
初
の

予
定
は
大
幅
に

遅
れ
、

熱
海
ま
で

の

開
通
は
一

九
二

五
年
三

月
二

十
五
日

と
な
っ

た
。

な
お
、

複
線
開
通
は
、

国
府
津
－
小
田
原
間
が
一

九
二

六
年
八
月
十
五
日
、

小
田
原
－
湯
河
原
間
が
一

九
二

八
年

二

月
五
日
、

湯
河
原
－
熱
海
間
が
同
年
三

月
二

十
七
日
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

電
化
工

事
も
進
め
ら
れ
、

一

九
二

六
年
一

月
二

十
九
日

国
府
津
－
小
田
原
間
、

一

九
二

八
年
二

月
二

十
五
日

小
田
原
－
熱
海
間
の

電
気
運

転
が
開
始
さ
れ
た
。

鉄
道
の

発
展

と
観
光
開
発

熱
海
線
が
湯
河
原
・

熱
海
ま
で

開
通
し
た
こ

と
に

よ
り
、

こ

の

地
域
の

温
泉
に

お
も
む
く
人
び
と
は
急
速
に

増
加
し
た
。

一

般
に

箱
根
の

場
合
で

も
そ
う
で

あ
っ

た
が
、

交
通
機
関
の

発
達
は
観
光
地
と
し
て

の

開
発
を
非
常
に

促
進
し
た
。

神
奈
川
県
西
部
に

広

が
る
箱
根
や

湯
河
原
の

温
泉
は
、

も
と
も
と
、

い

わ
ゆ
る
湯
治
場
で

あ
り
、

け
わ
し
い

山
道
を
徒
歩
や
山
駕
籠
で

登
っ

て
い
っ

た
時
代
に

は
、

い
っ

た
ん
目
的
地
に

着
け
ば
少
な
く
と
も
数
日
以
上
滞
在
す
る
の

が
通
例
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

交
通
機
関
が
発
達
す
る
と
、

一

－
二

泊
の

滞
在
で

帰
る
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習
慣
が
一

般
と
な
っ

て
い
っ

た
。

い

わ
ば
観
光
保
養
地
と
し
て
の

性
格
が
強
ま
っ

て

き
た
と
い

え
る
。

馬
車
鉄
道
か
ら
電
車
へ

、

人
車
鉄
道
か
ら
蒸
気
鉄
道
へ

と
い

う
交
通
機
関
の

発
展
は
、

明
治
末
年
に

箱
根
で

も
湯
河
原
・

熱
海
で

も
、

ま
ず
こ

れ

ら
の

温
泉
場
を
訪
れ
る

人
の

数
の

増
加
を
も
た
ら
し
た
。

そ
し
て
、

第
一

次
大
戦
前
後
に
は
、

箱
根
登
山
鉄
道
の

開
通
や
熱
海
線
の

延
長
な
ど
、

さ

ら
に

交
通
機
関
が
便
利
と
な
り
、

と
く
に

熱
海
線
が
延
長
す
る
と
、

東
京
や
横
浜
と
鉄
道
に
よ
る
直
通
が
可
能
と
な
っ

た
た
め
、

真
鶴
・

湯
河
原
・

熱
海
は
、

大
都
市
の

い

わ
ゆ
る
「
奥
座
敷
」
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
よ
う
に

な
っ

て

き
た
。

そ
れ
ま
で

蒸
気
鉄
道
で

小
田
原
－
熱
海
間
二

時
間
四
〇
分
か
か
っ

て

い

た
も
の

が
、

わ
ず
か
三

〇
分
程
度
の

所
要
時
間
に

短
縮
さ
れ
た
。

こ

の

よ

う
な
例
か
ら
も
、

こ

れ
ら
の

温
泉
地
帯
が
時
間
・

距
離
の

う
え
で

大
都
市
に

近
づ

い

た
事
実
を
み
と
め
る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ

る
。

「
奥
座
敷
」

と
し
て
の

地
位
は
、

こ

の

よ
う
な
便
利
さ
に
よ
っ

て

保
証
さ
れ
て

い
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

の
の

ち
、

昭
和
初
年
に
か
け
て
、

こ

れ
ら
の

地
域
は
、

旅

館
設
備
の

改
良
に
加
え
て
、

公
園
・

ゴ

ル

フ

場
の

開
設
な
ど
に
よ
り
、

多
角
的
な
観
光
・

保
養
地
と
し
て
の

性
格
を
強
め
て
い
っ

た
。
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第
三

章
　
金
融
界
の

動
向

第
一

節
　
大
戦
期
の

輸
出
金
融
問
題

一

　
大
戦
期
の

貿
易
と
金
融

貿
易
の

拡
大

と
為
替
事
情

第
一

次
大
戦
中
に
お
け
る
貿
易
の

拡
大
に
つ

い

て
は
、

生
糸
貿
易
を
中
心
に

本
編
第
三

章
で

述
べ

た
と
お
り
で

あ
る
。

輸
出
入
貿

易
高
の

飛
躍
的
増
大
は
、

当
然
為
替
取
扱
高
の

上
昇
を
も
た
ら
す
。

い

ま
、

こ

の

間
の

事
情
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、

両
者
の

推
移
を
表
示
し
て

み
る
と
、

表
四
－

三

四
の

と
お
り
で

あ
る
。

ま
た
、

一

九
一

九
（
大
正
八

）
年
に
つ

い

て
、

輸
出
入
品
目
別
に

貿
易
高
と
為
替
取

扱
高
の

比
率
を
示
す
と
、

表
四
－

三
五
の

と
お
り
で

あ
る
。

表
四
－

三

四
で

明
ら
か
な
と
お
り
、

輸
出
入
貿
易
高
は
明
治
末
期
か
ら
大
正
の

初
期
に

か
け
て

増
大
傾
向
に

あ
っ

た
が
、

そ
の

後
一

度
低
迷
し
た
の

ち
、

第
一

次
大
戦
が
は
じ
ま
っ

て

か
ら
激
増
を
み
せ
て
い

る
。

す
な
わ
ち
、

一

九
一

四

（
大
正
三

）
年
に

比
し
て
一

五
年
は
ま
だ
四
－
五

㌫
増
に

と
ど
ま
っ

た
が
、

一

六
年
に

は
五
八
・

七
㌫
増
、

一

七
年
に
は
二
・

二

倍
増
、

一

八
年
に

は
三
・

一

倍
増
と
伸
び
、

一

九
年
に
は
つ

い

に
三
・

六
倍
増
へ

と
拡
大
す
る
に
い

た
る
。

し
か
も
こ

の

間
、

貿
易
高
の

上
昇
と
貿
易
高
に

占
め
る
横

浜
正
金
銀
行
の

外
国
為
替
取
扱
高
の

比
率
に

あ
る
程
度
の

相
関
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

一

九
一

四
年
ま
で
は
輸
出
入
貿
易
高
に

占
め
る
横
浜
正

金
銀
行
の

為
替
取
扱
高
の

割
合
が
六
〇
㌫
台
に

と
ど
ま
る
が
、

そ
の

後
の

貿
易
高
の

急
激
な
伸
長
に

と
も
な
っ

て

同
比
率
も
増
大
し
続
け
、

一

八
年
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に

は
八
九
㌫
を
こ

え
る
に

い

た
っ

て
い

る
。

こ

う
し
て
、

横
浜
正
金
銀
行
外
国
為
替
取
扱

業
務
は
急
成
長
を
と
げ
、

同
行
の

業
務
は
繁
忙
を
き
わ
め
た
。

さ
ら
に

表
四
－

三
五
は
輸

出
入
の

品
目
に
つ

い

て
（
一

九
一

九
年

）、
輸
出
入
高
に

占
め

る
横
浜
正
金
銀
行
の

外
国
為

替
取
扱
高
の

割
合
を
示
し
て
い

る
が
、

こ

こ

で

も
主
要
貿
易
品
目
に

つ

い

て
そ
の

比
率
が

五

〇
㌫
近
く
な
っ

て
お
り
、

輸
出
合
計
四
三
・

八
㌫
、

輸
入
合
計
四
〇
・

六
㌫
と
い

う
高

い

比
率
が
示
さ
れ
て
い

る
。

本
表
で

取
り
上
げ
た
一

九
一

九
年
は
、

前
表
に

よ
っ

て
正
金

銀
行
の

外
国
為
替
取
扱
高
が
若
干
の

低
下
を
示
す
こ

と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、

他
の

そ

れ
ま
で
の

各
年
に

お
い

て
は
も
っ

と
こ

の

比
率
が
高
か
っ

た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ

の

よ

う
に

品
目
別
に

み
て

も
、

主
要
貿
易
商
品
を
中
心
に

貿
易
高
に

占
め
る
正
金
銀
行
の

外
国

為
替
取
扱
高
の
シ

ェ

ア

が
高
か
っ

た
の

で

あ
る
か
ら
、

貿
易
の

伸
長
と
と
も
に
正
金
銀
行

の

外
国
為
替
業
務
が
繁
忙
を
つ

げ
る
前
述
の
こ

と
が
こ

の

表
に

よ
っ

て

裏
付
け
ら
れ
る
の

で

あ
る
。

他
方
、

国
際
収
支
の

動
き
を
み
る
と
、

一

九
〇
七
年
ご
ろ
か
ら
一

四
年
の

第
一

次
大
戦

の

勃
発
時
ま
で

の

貿
易
収
支
は
、

毎
年
約
一

〇
〇
〇
万
円
の

入
超
を
示
す
ほ
ど
悪
化
し
て

い

た
。

と
く
に
一

九
一

二

年
の

入
超
は
一

億
一

七
〇
〇
万
円
、

一

四
年
の

そ
れ
は
一

億
二

七
〇
〇
万
円
に

ま
で

達
し
た
。

こ

の

た

め
、

貿
易
収
支
の

支
払
超
過
（
外
債
の

利
払
分
中

心

）
を
加
え
た
国
際
収
支
の

赤
字
分
を
、

地
方
債
・

民
間
債
を
主
と
し
た

外
債
増
加
に

よ
っ

表4－34　わが国の輸出入貿易高と横浜正金銀行内地各店外国為替取扱高

注　『横浜正金銀行史』515－517ページより作成
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て

埋
め
ね
ば
な
ら
ず
、

外
債
総
額
は
一

九
一

四
年
末
に
一

九
億
円
に

も
膨
張
し
た
の

で

あ

る
。

反
面
、

政
府
・

日

銀
の

保
有
す
る
正
貨

は
約
三

億
五

〇
〇
〇
万
円
と
減
少
し
、

兌
換

制
度
の

維
持
す
ら
困
難
視
さ
れ
る
に

い

た
っ

た
（
土
方
晋
『
横
浜
正
金
銀
行
』
一

四
三
ペ

ー
ジ

参
照
）。

と
こ

ろ
が
、

第
一

次
大

戦
以
後
は

様
変
わ
り
を
示
し
、

一

九
一

四
年
か
ら
休
戦

の
一

八
年
末
ま
で

の

国
際
収
支
は
ぼ
う
大
な

受
取
超
過
と
な
り
、

受
取
勘
定
は
二

七
億
八

〇
〇
〇
万
円
に

達
し
た
。

ま
た
、

こ

の

う
ち

政
府
・

民
間
の

外
債
償
還
ま
た
は
買
戻
し
お

よ
び
対
外
投
資
合
計
は
一

二

億
七
〇
〇
〇
万

円
に

も
な
っ

た
が
、

そ
れ
で

も
政
府
お
よ
び

日
銀
保
有
の

正
貨
は
一

二

億
三

〇
〇
〇
万
円

余
増
加
し
て
一

五

億
八
〇
〇
〇
万
円
余
と
な

る
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

う
ち
金

表4－35　わが国の輸出入品別高と横浜正金銀行内地各店における為替取扱高

（1919年）

注　『横浜正金銀行史』518－519ページより作成
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で

取
り
寄
せ
る
こ

と
の

で

き
た
の

は
三

億
円
に

す
ぎ
ず
、

残
り
は
横
浜
正
金
銀
行
を
中
心

と

し

た
外
国
為
替
銀
行
の

在
外
資
産
と
し
て

保
有
さ
れ

た
。

い

わ
ゆ
る
為
替
の

買
持
制
度
で

あ
る
。

と
く
に
正
金
銀
行
は
ぼ

う
大
な
為
替
の

買
持
ち
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

第
一

次
大
戦
勃
発

後
、

交
戦
国
は
相
次
い

で

金
輸
出
禁
止
措
置
を
と
っ

た
た
め
で
、

わ
が
国
も
一

九
一

七
年
に
は
ア

メ
リ
カ
に

追
随
し
て

金
輸
出
を
禁
止
す
る
に
い

た

っ

た
。

こ

の

間
、

円
は
ド
ル

や
ポ
ン

ド
に

対
し
て

騰
貴
を
続
け
、

ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
向
け
電
信
売
正
金
銀
行
建
値
の

最
高
で
、

一

九
一

八
年
の
ピ

ー

ク

に
は52

1

／8

ド
ル

（
一

〇
〇
円
に

対
し
て
、

法
定
為
替
相
場
は49

7

／8

ド
ル

）
に

も
な
っ

た
。

こ

の

た
め
、

正
金
銀
行
は
日
本
銀
行
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
つ

つ
、

為
替
相
場
の

安
定
化
に
つ

と
め
た
が
、

一

八
年
の

大
戦
終
結
に

よ
る
輸
出
の

低
下
か
ら
生
じ
た
輸
入
超
過
が
円
為
替
の

下
落
を
も
た
ら
す
ま
で

円
為
替
の

騰
貴
が
続
い

た
。

二

　
横
浜
正
金
銀
行
の

業
務

こ

の

よ
う
な
対
外
取
引
の

変
遷
の

な
か
で
、

正
金
銀
行
の

業
務
が
重
要
な
位
置
を
占
め
、

そ
の

多
様
化
を
は
か
っ

た
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

以
下
、

輸
出
金
融
を
中
心
と
し
て
、

こ

の

時
期
の

横
浜
正
金
銀
行
の

業
務
の

概
要
を
述
べ

て

み
よ
う
。

内

外

資

金

の

調

整

正
金
銀
行
が
き
わ
め
て

複
雑
な
国
際
金
融
環
境
の

下
で
、

為
替
買
持
制
度
の

中
心
的
な
地
位
に

立
っ

て
い

た
こ

と
は
す
で
に

述
べ

た
。

交
戦
各
国
が
金
輸
出
を
禁
止
し
た
た
め
、

わ
が
国
の

ぼ
う
大
な
受
取
超
過
の

す
べ

て

を
金
の

輸
入
に

よ
っ

て

賄
う
こ

と
が
で

き
な
く
な
っ

た
た
め
、

そ
の

か
な
り
の

部
分
を
対
外
資
産
と
し
て

為
替
銀
行
の

為
替
買
持
業
務
に

よ
っ

て

保
有
せ
し
め
る
こ

と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ

た
。

の

ち
に

述
べ

る
よ
う
に
、

こ

の

買
持
制
度
は
為
替
銀
行
に

種
々

の

問
題
を
生
ぜ
し
め
る
こ

と
か
ら
、

そ
の

削
減
が
は
か
ら
れ
た
が
、

そ
れ

で

も
一

九
一

八
（
大
正
七

）
年
末
の

正
金
銀
行
の

為
替
買
持
ち
は
、

五

億
五
〇
〇
〇
万
円
（
海
外
支
店
に

対
す
る
国
内
店
舗
の

貸
越
残
高
は
五
億
九
七
〇
〇
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万
円

）を
こ

え
る
ほ
ど
で

あ
っ

た
と
い

わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

当
時
は
国
全
体
と
し
て

買
越
（balance

　overbought

）
の

増
大
で

あ
っ

た
が
、

こ

れ
を
正
金
銀
行
と
し
て

み
る
と
、

在
外
支
店
が
買
持
ポ

ジ

シ

ョ

ン

（overbought

　cash

　position

）
に

ほ
ぼ
相
当
す
る
外
貨
資
金
を
保
有
し
て
い

た
た
め
、

国
内
店
舗
は
こ

れ
に

対
応
し
た
円
資
金
を
国
内
で

調
達
し
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

内
外
資
金
の

調
整
業
務
と
は
こ

の

た
め
の

具
体
的
業
務
を
い

い
、

そ
れ
は
次
の

よ
う
な
も
の

か
ら
成
っ

て
い

た
。

（一）
内
地
コ

ー
ル

資
金
の

吸
収

－
前
述
の

よ
う
に

正
金
銀
行
は
巨
額
の

為
替

買
持
を
保
有
し
て
い

た

－
が
、

こ

の

対
外
貸
残
（
約
五
億
五
〇
〇
〇
万
円

）に
見
合
う
の

は
日
本
銀
行
か
ら
の

外
国
為
替
借
用
金
四
億
四
二

〇
〇
万

円
、

そ
の

他
の

借
入
金
三
二

〇
〇
万
円
の

合
計
四
億
七
四
〇
〇
万
円
で

あ
っ

た
。

元
来
、

正
金
銀
行
が
日

銀
と
の

特
約
で

年
二

〇
〇
〇
万
円
の

低
利

融
資
を
同
行
か
ら
受
け
て

い

た
が
、

こ

れ
と
は
別
に
日
銀
が
外
国
為
替
貸
付
金
制
度
を
設
定
し
、

為
替
円
資
金
の

涸
渇
に

悩
む
為
替
銀
行
を
救
っ

た
。

し
か
し
、

こ

れ
で

も
十
分
に

為
替
資
金
を
賄
う
こ

と
が
で

き
ず
、

正
金
銀
行
は
金
融
緩
慢
化
に

と
も
な
い
、

低
利
率
と
な
っ

た
内
地
コ

ー
ル

市
場
で

資
金
を
調
達
し
た
の

で

あ
る
。

（二）外
貨
資
金
の

取
寄
せ
…
…
正
金
銀
行
は
一

九
一

五

年
以
後
、

そ
の

為
替
買
持
に

つ

い

て
、

対
政
府
売
上
げ
、

対
外
投
資
、

金
の

現
送
取
寄
せ
な

ど
に
よ
り
、

そ
の

消
化
回
収
に
つ

と
め
た
。

（ア）
政
府
へ

の

売
上
げ
…
…
正
金
銀
行
は
一

九
一

五
年
か
ら
毎
年
政
府
へ

外
貨
を
売
り
上
げ
た
。

こ

れ
は

本
来
内
地
に
お
い

て

お
く
べ

き
ポ
ン

ド
や
ド
ル

を
、

政
府
が
一

般
会
計
・

国
債
整
理
基
金
・

預
金
部
資
金
な
ど
を
も
っ

て

買
い

上
げ
た
も
の

で
、

そ

の
一

九
一

八
年
ま
で
の

累
計
額
は
一

二

億
円
に

達
し
た
（
前
述
の

在
外
正
貨
一

二

億
円
に

相
当
す
る

）。
（イ）
対
外
投
資
…
…
一

九
一

六
（
大
正
五

）年
、

正

金
銀
行
は
イ
ギ
リ
ス

国
庫
債
券
一

億
円
の

引
受
け
に

参
加
し
、

そ
の

代
金
五

〇
〇
〇
万
ド
ル

を
ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
で

引
き
渡
し
た
。

さ
ら
に
一

九
一

七

年
以
後
、

国
内
の

投
資
家
の

た
め
に

イ
ギ
リ
ス

・

フ

ラ
ン

ス

の

公
債
の

買
入
れ
を
先
物
買
為
替
予
約
付
で

斡
旋
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

買
持
の

負
担

を
軽
減
し
た
。

（ウ）
金
の

現
送
取
寄
せ
…
…
一

九
一

九
年
六
月
の

ア

メ
リ
カ
の

金
輸
出
解
禁
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
、

正
金
銀
行
は
同
国
か
ら
日

本
向

け
四
九
五

〇
万
ド
ル

の

金
現
送
を
実
行
し
た
。
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内

地

市

場

の

開

拓

以
上
の

よ
う
な
措
置
を
と
っ

て

在
外
資
金
の

内
地
へ

の

回
収
を
は
か
っ

た
が
、

そ
れ
で

も
ま
だ
日
銀
借
用
金
に

依
存
す
る
部
分
が

大
き
か
っ

た
。

市
中
コ

ー
ル

資
金
の

取
入
れ
の

ほ
か
、

後
述
の

よ
う
に

増
資
に

よ
っ

て

自
己
資
本
で

そ
の

軽
減
を
す
す
め
た
が
、

日
銀
借
用
金
の

解
消
は
な
お
困
難
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で
、

正
金
銀
行
は
日

銀
借
用
金
を
市
場
を
通
じ
て
の

資
金
に

転
換
す
る
た
め
に
、

何
ら
か
の

制

度
的
な
措
置
を
と
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
、

日

銀
と
協
議
の

う
え
、

銀
行
引
受
手
形
制
度
と
ス

タ
ン

プ
手
形
制
度
の
二

つ

を
新
た
に

制
定
す
る
に

い

た
っ

た
。

（一）
銀
行
引
受
手
形
制
度
…
…
対
外
貿
易
上
の

決
済
（
送
金
ま
た
は
輸
入
手
形
の

支
払
い

）
に

は
、

で

き
る
だ
け
自
国
資
金
を
利
用
し
、

な

る

べ

く
外

国
の

資
力
に

依
存
す
る
こ

と
を
さ
け
る
（
円
貨
に

よ
る
円
為
替
の

決
済
）
た
め
に

生
ま
れ
た
制
度
で

あ
る
。

こ

れ
は
、

一

九
一

九
年
に

導
入
さ
れ
た
制

度
で
、

そ
の

骨
子
は
、

（ア）
輸
入
手
形
に

対
し
て

は
、

戦
後
外
国
貿
易
金
融
を
い
っ

そ
う
円
滑
に

す
る
た
め
、

貿
易
上
の

実
際
取
引
に

も
と
づ

く
銀
行

引
受
手
形
を
日

銀
に

お
い

て

再
割
引
す
る
も
の

と
し
、

そ
の

割
引
利
率
は
日

銀
公
定
歩
合
中
最
低
の

優
遇
レ

ー
ト
と
す
る
こ

と
、

（イ）
事
業
会
社
手
形

に
つ

い

て
は
、

戦
時
中
拡
張
さ
れ
た
産
業
の

維
持
ま
た
は
整
理
に

必
要
な
資
金
の

調
達
の

た
め
、

事
業
会
社
な
ど
が
振
り
出
し
た
銀
行
引
受
手
形
の

う
ち
で
、

優
良
と
認
め
ら
れ
る
も
の

を
と
く
に

再
割
引
す
る
方
法
を
定
め
、

そ
の

割
引
利
率
に

つ

い

て
は
株
券
そ
の

他
の

見
返
品
を
担
保
と
す
る
手

形
の

例
に

準
ず
る
こ

と
の
二

つ

で

あ
っ

た
。

（二）
ス

タ
ン

プ
手
形
制
度
…
…
対
外
貿
易
に

要
す
る
資
金
（
輸
出
前
貸
し
な
い

し
買
為
替
）
に

は
、

で

き
る
だ
け
市
場
資
金
を
利
用
し
、

な
る
べ

く
政

府
ま
た
は
日

銀
の

援
助
（
対
政
府
外
貨
売
上
げ
ま
た
は
日

銀
借
用
金
）
に

頼
ら
な
い

た
め
に

設
け
ら
れ
た
制
度
で

あ
る
。

銀
行
引
受
手
形
制
度
が
輸
入
手

形
を
対
象
と
し
た
の

に

た
い

し
て
、

ス

タ
ン

プ
手
形
制
度
は
輸
出
手
形
を
対
象
と
し
て
い

る
。

す
な
わ
ち
、

正
金
銀
行
が
内
地
に

お
い

て

買
い

取
っ

た
輸
出
手
形
の

う
ち
、

ロ

ン

ド
ン

・

リ
ヨ

ン

お
よ
び
ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
向
け
（
の

ち
に

リ
ヨ

ン

は
除
外
）
の

分
に

限
り
、

こ

れ
を
日

銀
へ

担
保
と
し
て

差

し
入
れ
、

担
保
手
形
お
よ
び
付
属
書
類
は
海
外
到
着
後
十
分
な
監
督
の

下
に

保
管
さ
れ
る
よ
う
に
し
、

こ

の

担
保
金
額
の

範
囲
内
で

正
金
銀
行
は
自
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行
引
受
け
の

日

銀
を
支
払
い

場
所
と
す
る
六
〇
日
ま
た
は
九
〇
日

払
い

手
形
を
振
り
出
し
、

こ

れ
に

日

銀
の

検
印
（
ス

タ
ン

プ

）
を
受
け
て

売
り
出

す
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な
売
出
手
形
は
、

こ

れ
を
割
り
引
い

た
銀
行
が
日
銀
と
の

取
引
を
も
っ

て
い

る
と
、

い

つ

で

も
日

銀
の

本
支
店
で

商

業
手
形
の

再
割
引
の

最
低
利
率
で

再
割
引
を
受
け
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、

日
銀
か
ら
元
の

レ

ー
ト
で

買
い

戻
す
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る
。

し
た
が

っ

て
、

投
資
家
に

と
っ

て
は
最
も
安
全
な
投
資
対
象
と
い

え
た
。

し
か
も
、

こ

の

制
度
に

よ
っ

て

貿
易
の

た
め
の

資
金
と
国
内
の

資
金
が
共
通
と
な

り
、

欧
米
と
同
様
の

割
引
市
場
を
確
立
す
る
こ

と
も
可
能
に

な
ろ
う
と
い

う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ス

タ
ン

プ
手
形
制
度
の

内
容
は
以
上
の

と
お
り

で

あ
る
が
、

結
局
一

億
三

四
〇
〇
万
円
程
度
の

発
行
を
み
た
と
い

わ
れ
て
い

る
。

横
浜
正
金
銀
行
は
一

九
一

一

（
明
治
四
十
四

）
年
に

四
八
〇
〇
万
円
に

増
資
し
、

そ
の

払
込
み
も
一

九
一

九
（
大
正
八

）
年
ま
で
に

完
了
し
た
。

し

か
し
、

大
戦
中
の

業
容
の

著
し
い

拡
大
は
、

自
己
資
本
の

い
っ

そ
う
の

充
実
を
必
要
と
し
た
。

ま
た
、

大
戦
中
の

好
景
気
は
増
資
の

た
め
に

き
わ
め

て

よ
い

環
境
で

あ
っ

た
の

で
、

一

九
一

九
年
資
本
金
を
五
二

〇
〇
万
円
増
加
し
て
、

新
し
い

資
本
金
は
一

億
円
と
な
っ

た
。

そ
の

増
資
資
金
の

払
込

み
は
一

九
二

〇
年
に

完
了
し
、

名
実
と
も
巨
大
為
替
銀
行
と
な
っ

た
。

ぼ
う
大
な
自
己
資
本
を
背
景
に
、

常
時
巨
額
の

為
替
買
持
を
保
有
す
る
こ

と

が
で

き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

ま
た
、

こ

の

よ
う
な
規
模
の

拡
大
に

と
も
な
い
、

海
外
支
店
の

増
設
も
相
次
い

だ
。

一

九
一

九
年
当
時
の

本
支
店
出
張

所
数
は
三

六
、

コ

ル

レ

ス

契
約
を
結
ん
だ
海
外
為
替
取
引
銀
行
は
一

八
七
行
に

及
ん
だ
。

最
後
に
つ

け
加
え
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い

の

は
、

貿
易
金
融
業
務
の

拡
大
と
と
も
に
、

こ

の

分
野
へ

の

民
間
金
融
機
関
の

参
入
が
進
ん
だ
こ

と
で

あ
る
。

貿
易
の

拡
大
、

外
国
為
替
業
務
の

伸
長
は
、

正
金
銀
行
だ
け
で

こ

れ
に

対
応
す
る
こ

と
は
困
難
で

あ
っ

た
。

元
来
、

第
一

次
大
戦
前
か

ら
す
で
に

正
金
銀
行
の

ほ
か
、

台
湾
銀
行
・

朝
鮮
銀
行
が
貿
易
金
融
業
務
を
扱
っ

て
い

た
。

し
か
し
、

欧
米
に

支
店
・

出
張
所
を
も
っ

て
い

た
の

は

正
金
銀
行
の

み
で
、

こ

の

分
野
に

お
い

て
は
正
金
銀
行
は
独
占
的
な
地
位
を
保
っ

て

い

た
。

そ
こ
へ
、

大
戦
中
か
ら
新
た
に

民
間
銀
行
が
加
わ
っ

た
。

具
体
的
に
は
、

住
友
銀
行
・

三

井
銀
行
・

三

菱
銀
行
で

そ
れ
ぞ
れ
海
外
店
舗
を
保
有
し
て
い

た
。

た
だ
、

こ

の

時
期
に

お
い

て

は
各
種
業
務
に
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つ

い

て
の

制
約
が
あ
り
、

正
金
銀
行
と
民
間
銀
行
の

間
に

大
き
な
差
が
あ
り
、

貿
易
金
融
の

分
野
に

お
け
る
正
金
銀
行
の

地
位
は
、

日

銀
や
政
策
当

局
の

配
慮
か
ら
依
然
と
し
て

き
わ
め
て

大
き
か
っ

た
。

注（

1

）
　
横
浜
正
金
銀
行
の

業
務
に
つ

い

て

は
、

東
京
銀
行
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
第
二

巻
一

九
二

－
二

〇
一

ペ

ー
ジ
を
参
照
し
た
。

第
二

節
　
大
戦
期
の

県
下
各
種
金
融
機
関
の

推
移

一

　
普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行

地
域
別
・

銀
行

種

類
別

分

類

す
で
に

第
三

編
で

述
べ

た
ご
と
く
「
銀
行
条
例
」「
貯
蓄
銀
行
条
例
」
制
定
以
後
、

神
奈
川
県
内
に

数
多
く
の

普
通
銀
行
・

貯
蓄

銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
の

動
き
は
明
治
末
年
ま
で

続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
産
業
金
融
に

重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。

し
か
し
、

日
露

戦
争
以
後
の

激
し
い

経
済
変
動
の

な
か
で
、

経
営
基
盤
の

脆
弱
な
普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行
は
損
失
を
招
い

た
り
、

取
付
け
に

あ
っ

た
り
、

減
資
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
こ

で
、

政
府
は
合
併
を
通
じ
て
の

規
模
の

拡
大
に

よ
っ

て
経
営
の

安
定
化
を
進
め
る
政
策
を
採
用
す
る
に
い

た
り
、

神
奈
川
県

内
に

も
そ
う
し
た
政
策
に

対
応
し
て

合
併
し
た
り
、

廃
業
す
る
も
の

が
で
た
こ

と
に
つ

い

て

も
第
三

編
で

述
べ

た
と
お
り
で

あ
る
。

以
上
の

よ
う
な
推
移
を
明
治
後
期
に

示
し
つ

つ
、

神
奈
川
県
内
に

本
店
を
有
し
、

県
内
で
一

九
一

三
（
大
正
二

）
年
十
二

月
末
現
在
に

お
い

て

活

動
し
て
い

た
普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行
は
（『
銀
行
総
覧
』
第
二
一

回
に

よ
る
。

横
浜
正
金
銀
行
と
神
奈
川
県
農
工
銀
行
を
除
く
）、
五

九
行
に

達
し
て
い

た
。

そ

の

銀
行
名
を
地
域
別
・

銀
行
種
類
別
に

分
類
し
て

示
す
と
、

次
の

と
お
り
で

あ
る
。
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（一）
　
横
浜
市
内
（
普
通
銀
行
一

四
行
、

貯
蓄
銀
行
一

一

行
）

普
通
銀
行
…
…
神
奈
川
銀
行
、

横
浜
貿
易
銀
行
、

横
浜
商
業
銀
行
、

第
二

銀
行
、

横
浜
七
十
四
銀
行
、

横
浜
実
業
銀
行
、

横
浜
中
央
銀
行
、

東
陽

銀
行
、

渡
辺
銀
行
、

茂
木
銀
行
、

横
浜
若
尾
銀
行
、

誠
資
銀
行
、

左
右
田
銀
行
、

平
沼
銀
行

貯
蓄
銀
行
…
…
平
沼
貯
蓄
銀
行
、

横
浜
貯
蓄
銀
行
、

養
老
貯
蓄
銀
行
、

戸
部
貯
蓄
銀
行
、

武
相
貯
蓄
銀
行
、

左
右
田
貯
蓄
銀
行
、

元
町
貯
蓄
銀

行
、

横
浜
実
業
貯
蓄
銀
行
、

横
浜
中
央
貯
蓄
銀
行
、

石
井
貯
蓄
銀
行
、

神
奈
川
貯
蓄
銀
行

（二）
　
橘
樹
郡
内
（
普
通
銀
行
四
行
、

貯
蓄
銀
行
一

行
）

普
通
銀
行
…
…
大
師
銀
行
、

川
崎
銀
行
、

川
崎
共
立
銀
行
、

高
津
銀
行

貯
蓄
銀
行
…
…
川
崎
共
立
貯
蓄
銀
行

横浜実業銀行 『横浜商業会議所月報』より

戸部貯蓄銀行と左右田銀行の広告
『横浜商業会議所月報』より
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（三）
　
横
須
賀
市
内
（
普
通
銀
行
一

行
）

普
通
銀
行
…
…
横
須
賀
商
業
銀
行

（四）
　
高
座
郡
内
（
普
通
銀
行
一

行
、

貯
蓄
銀
行
一

行
）

普
通
銀
行
…
…
関
東
銀
行

貯
蓄
銀
行
…
…
関
東
貯
蓄
銀
行

（五）
　
愛
甲
郡
内
（
普
通
銀
行
一

行
）

普
通
銀
行
…
…
厚
木
銀
行

（六）
　
中
郡
内
（
普
通
銀
行
七
行
）

普
通
銀
行
…
…
秦
野
銀
行
、

江
陽
銀
行
、

平
塚
銀
行
、

吾
妻
銀
行
、

大
磯
銀
行
、

相
模
銀
行
、

伊
勢
原
銀
行

（七）
　
鎌
倉
郡
内
（
普
通
銀
行
四
行
）

普
通
銀
行
…
…
鎌
倉
銀
行
、

戸
塚
銀
行
、

日
本
実
業
銀
行
、

瀬
谷
銀
行

（八）
　
都
筑
郡
内
（
普
通
銀
行
一

行
）

普
通
銀
行
…
…
石
橋
銀
行

（九）
　
足
柄
下
郡
内
（
普
通
銀
行
五
行
）

普
通
銀
行
…
…
小
田
原
銀
行
、

小
田
原
通
商
銀
行
、

国
府
津
銀
行
、

足
柄
銀
行
、

曽
我
銀
行

（一〇）
　
足
柄
上
郡
内
（
普
通
銀
行
八
行
）

普
通
銀
行
…
…
金
田
興
業
銀
行
、

酒
田
銀
行
、

松
田
銀
行
、

桜
井
共
益
銀
行
、

鞠
子
銀
行
、

川
村
銀
行
、

共
洽
（
株
）、

足
柄
農
商
銀
行
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以
上
、

神
奈
川
県
下
の

全
普
通
銀
行
、

全
貯
蓄
銀
行
の

名
称
を
あ
げ
て

み
た
が
、

こ

の

内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

普
通
銀
行
は
全
県
下
に

あ
ま
ね
く
存
在
し
て
い

た
の

に
た
い

し
て
、

貯
蓄
銀
行
は
わ
ず
か
に

横
浜
市
内
・

橘
樹
郡
内
・

高
座
郡
内
の

地
域
に

限
っ

て

存
在
し
て

お
り
、

し
か

も
そ
の

大
部
分
は
普
通
銀
行
の

子
銀
行
で

あ
り
、

そ
の

資
金
吸
収
手
段
と
し
て

活
用
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
下
に

存
在
し
た
大
正
初
期
の

銀
行
群
は
、

そ
の

後
の

第
一

次
大
戦
の

活
況
を
通
じ
て
、

ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

ど
の

よ
う
な
推

移
を
示
し
た
で

あ
ろ
う
か
。

以
下
、

本
節
で

は
大
正
前
期
に

お

け
る

神
奈
川
県
下
の

普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行
の

態
様
を
明
ら
か
に

し
て

い
っ

て

み

た
い
。

二

　
銀
行
行
政
の

展
開
と
県
下
の

銀
行
の

動
き

銀

行

行

政

こ

の

時
期
に
お
け
る
金
融
行
政
は
、

金
融
機
関
の

健
全
な
経
営
を
促
し
、

金
融
秩
序
の

維
持
と
信
用
不
安
を
な
く
す
こ

と
を
目
的

に

な
さ
れ
た
。

当
時
、

ま
だ
体
質
の

脆
弱
な
銀
行
が
多
数
残
っ

て

い

て
、

こ

れ
ら
の

銀
行
が
経
済
の

変
動
に

耐
え
得
な
い

と
、

取

付
け
な
ど
信
用
不
安
を
助
長
し
か
ね
な
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

一

九
一

二

（
明
治
四
十
五

）
年
、

大
蔵
省
が
地
方
長
官
に

対
し
、

銀
行
合
同
の

機
運

の

強
ま
っ

た
の

に

対
応
し
て

合
併
方
法
の

基
準
を
決
定
す
る
た
め
に
、

銀
行
合
同
に

関
す
る
手
続
き
を
通
達
し
た
の

も
、

上
の

よ
う
な
銀
行
行
政
の

方
向
に

沿
う
も
の

で

あ
っ

た
。

ま
た
貯
蓄
銀
行
に
つ

い

て

も
、

「
貯
蓄
銀
行
条
例
」
の

第
一

次
改
定
以
後
、

貯
蓄
銀
行
業
務
を
兼
営
す
る
普
通
銀
行
と
貯
蓄
銀
行

と

の

同
質
化
と

貯
蓄
銀
行
数
の

急
増
が
み
ら
れ
た
こ

と
は
、

す
で

に

第
三

編
に

お
い

て

述
べ

た
が
、

そ
の

後
の

経
済
変
動
と
く
に

金
融
恐
慌
に

お
い

て
、

休
業
・

吸

収
合
併
・

廃
業
等
に

追
い

込
ま
れ
る
も
の

が
あ
と
を
断
た
な
か
っ

た
。

こ

れ
が
信
用
不
安
を
醸
成
す
る
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
く
、

そ
こ

で

政
府
は

©神奈川県立公文書館



一

九
一

五
（
大
正
四

）
年
に

「
貯
蓄
銀
行
条
例

」
の

第
二

次
改
正
を
お
こ

な
っ

た
。

こ

の

時
の

改
正
は
、

貯
蓄
性
預
金
を
普
通
銀
行
に

扱
わ
せ
る
の

は
適
当
で

な
い

と
い

う
見
地
に

立
っ

て
、

貯
蓄
銀
行
の

業
務
分
野
を
拡
大
し
、

新
た
に

定
期
積
金
・

据
置
貯
金
を
加
え
、

し
か
も
こ

れ
ら
の

業
務
を

貯
蓄
銀
行
以
外
の

も
の

が
取
り
扱
う
こ

と
を
禁
止
し
た
。

ま
た
、

認
可
事
項
の

拡
大
な
ど
を
主
務
大
臣
に

付
与
し
、

そ
の

監
督
権
限
を
強
化
し
た
。

し
か
し
、

資
金
運
用
面
に
つ

い

て
の

制
限
は
い
っ

さ
い

設
け
な
か
っ

た
。

こ

の

措
置
に

よ
っ

て
、

貯
蓄
銀
行
経
営
の

強
化
と
そ
の

指
導
方
向
を
明
確

に

す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

さ
ら
に

大
蔵
省
は
一

九
一

八
年
に

い

た
っ

て
、

地
方
長
官
に

対
し
、

普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行
の

別
な
く
、

人
口
一

〇
万
人
以
上
の

都
市
に
お
け
る

新
設
銀
行
の

資
本
金
許
可
限
度
を
二

〇
〇
万
円
に

引
き
上
げ
る
よ
う
に
通
達
し
、

経
営
規
模
の

拡
大
に

よ
る
経
営
の

安
定
化
を
目
ざ
し
た
。

以
上
が
、

こ

の

時
期
に

と
ら
れ
た
普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行
に

対
す
る
金
融
行
政
の

具
体
的
な
内
容
で

あ
る
。

金

融

行

政

へ

の

対

応

こ

の

よ
う
な
金
融
行
政
の

流
れ
に

対
応
し
て
、

神
奈
川
県
内
の

普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行
も
、

業
容
を
拡
大
す
る
な
か
で

活
発
な
動

き
を
示
し
た
。

ま
ず
第
一

は
、

資
本
金
の

増
加
で

あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ

の

時
期
が
第
一

次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
の

ブ
ー
ム

に

当

た
り
、

わ
が
国
の

経
済
発
展
が
著
し
か
っ

た
の

で
、

こ

れ
に

と
も
な
っ

て

銀
行
も
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
増
資
を
お
こ

な
っ

た
も
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
に

銀
行
に

増
資
を
促
し
た
契
機
は
、

（一）
預
金
債
務
の

伸
長
に

対
応
し
て
、

そ
れ
の

担
保
と
も
い

う
べ

き
資
本
金
を
増
加
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た

こ

と
、

（二）
産
業
規
模
の

増
大
、

と
く
に

重
工

業
の

発
展
が
産
業
企
業
の

規
模
、

と
く
に

固
定
投
資
の

規
模
を
大
き
く
し
、

こ

れ
が
銀
行
の

規
模
、

と

く
に

資
本
金
の

規
模
を
拡
大
さ
せ
た
こ

と
な
ど
に

あ
っ

た
。

全
国
的
に

み
て

も
一

九
一

五

年
か
ら
一

九
年
の

間
に

増
資
を
お
こ

な
っ

た
銀
行
の

数
は

四
九
一

行
、

増
資
額
は
四
億
四
四
〇
〇
万
円
に

達
し
た
と
い

う
数
字
や
、

一

九
一

七
－
一

八
年
で

は
二

四
五

行
が
一

億
九
〇
〇
〇
万
円
の

増
資
を
、

ま
た
一

九
一

九
－
二

〇
年
で

は
五

八
六
行
が
七
億
三

〇
〇
〇
万
円
の

増
資
を
お
こ

な
っ

た
と
す
る
数
字
も
み
ら
れ
る
。

神
奈
川
県
下
に

お
い

て

も
、

一

九
一

四
年
か
ら
一

九
年
の

間
に
、

県
下
銀
行
数
の

三

割
に

あ
た
る
一

八
行
が
増
資
し
た
と
い

わ
れ
る
。

そ
の

お
も
な
内
容
を
示
す
と
、

表
四
－

三
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六
の

と
お
り
で

あ
る
（
日

本
銀
行
調
査
局
『
神
奈
川
地
方
金
融
史
概
説
』

Ⅲ
参
照

）。
さ
ら
に
、

こ

の

あ
と
一

九
二

〇
年
に

は
川
崎
共
立
銀
行
・

渡

辺
銀
行
・

鎌
倉
銀
行
・

足
柄
農
商
銀
行
・

大
師
銀
行
・

相
模
銀
行
・

曽
我
銀
行
・

小
田
原
銀
行
な
ど
が
増
資
を
お
こ

な
っ

て
い

る
。

表
の

よ
う
に
こ

の

時
期
の

増
資
規
模
は
大
き
く
二

倍
・

三

倍
と
増
資
す
る

も
の

か
ら
、

な
か
に

は
一

〇
倍
も
の

増
資
を
お
こ

な
っ

て
い

る
も
の

も
あ
る
。

し
か
し
、

増
資
後
の

県
下
の

銀
行
の

規
模
は
依
然
と
し
て

小
さ
く
、

資
本
金
が
前
述
一

九
一

八
年
の

通
達
の

新
設
銀
行
の

資
本

金
の

最
小
規
模
二

〇
〇
万
円
を
こ

え
る
も
の

は
、

ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
状
態
で

あ
っ

た
。

さ
ら
に
こ

の

間
に

お
い

て
、

逆
に

減
資
を
免
れ

る
こ

と
の

で

き
な
か
っ

た
銀
行
も
少
な

く
な

か
っ

た
（
厚
木
銀
行
・

横
浜
中
央
銀
行
な

ど
）。

こ

れ
ら
の

銀
行
は
、

経
営
面
に

不
正
が
あ
っ

た
り
、

経
営
政
策
の

失
敗
か
ら
不
振
に

陥
っ

た
も
の

で

あ
る
。

つ

ぎ
に
、

合
併
に

よ
る
規
模
の

拡
大
は
、

こ

の

時
期
に

は
き
わ
め

て

少
な
か
っ

た
。

わ
が
国
の

普
通
銀
行
の

合
同
の

歴
史
に

お
い

て
、

こ

の

時
期
は
い

わ
ば
「
安
定
の

時
代
」
と
も
い

わ
れ
て
い

る
。

こ

れ

は
、

大
多
数
の

銀
行
の

経
営
発
展
が
順
調
で

あ
り
、

と
く
に

合
併
を

表4－36　神奈川県下銀行増資状況

注　（1）　厚木銀行はこの時に相模実業銀行と改称している。（2）　1917年に共洽（株）から改称し
たもの。
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促
す
契
機
が
弱
く
、

わ
ず
か
に

営
業
地
盤
を
拡
大
す
る
目
的
を
も
つ

積
極
的
な
合
併
が

み
ら
れ
る
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

神
奈
川
県
下
に

お
い

て

も
、

一

九
一

八
年
の

大
磯
銀
行

に

よ
る
吾
妻
銀
行
の

吸
収
合
併
と
、

茂
木
銀
行
に

よ
る
横
浜
七
十
四
銀
行
の

吸
収
合
併

の
二

例
が
み
ら
れ
る
だ
け
で

あ
っ

た
。

吾
妻
銀
行
の

場
合
は
、

専
務
取
締
役
の

変
死
か

ら
取
付
け
を
ひ
き
起
こ

し
、

大
磯
銀
行
に

合
併
さ
れ
た
う
え
、

解
散
す
る
こ

と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

最
も
大
き
な
合
併
劇
は
、

茂
木
銀
行
と
横
浜
七
十
四
銀
行
と
の

そ
れ
で

あ
る
。

第
一

次
大
戦
前
後
の

ブ
ー
ム

を
通
じ
て
、

茂
木
合
名
会
社
の

飛
躍
的
発
展
に

は
著
し
い

も
の

が
あ
っ

た
。

貿
易
業
界
の

麒
麟
児
と
し
て
、

「
東
に

茂
木
惣
兵
衛
、

西
に

伊
藤
忠
兵
衛
あ

り
」
と
称
さ
れ
た
三

代
目
茂
木
惣
兵
衛
は
、

戦
時
ブ
ー
ム

に

乗
っ

て

積
極
的
な
経
営
政

策
を
と
り
、

三

井
物
産
に

対
抗
し
得
る
一

大
商
社
へ

の

発
展
を
目
論
ん
で
い

た
。

こ

の

た
め
、

同
店
の

資
金
的
基
盤
を
強
化
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
、

一

九
一

八
年
に

茂
木
惣
兵

衛
は
自
己
の

経
営
す
る

合
名
会
社
茂
木
銀
行
を
改
組
し
て
、

横
浜
七
十
四
銀
行
と
合
併

し
、

一

躍
資
本
金
五

〇
〇
万
円
の

株
式
会
社
七
十
四
銀
行
を
設
立
し
て
自
ら
頭
取
に

座

っ

た
。

横
浜
七
十
四
銀
行
も
茂
木
一

族
が
大
口

株
主
で

あ
っ

た
か
ら
、

こ

の

合
併
は
容
易
に

進
行
し
た
。

合
併
は
茂
木
合
名
会
社
発
展
の

重
要
な
礎

石
に

な
る
と
と
も
に
、

全
市
の

小
口

零
細
預
金
を
吸
収
し
て
一

大
預
金
銀
行
と
な
っ

て
い

た
横
浜
七
十
四
銀
行
に
一

大
転
機
を
も
た
ら
し
た
。

合
併

は
ま
た
実
質
的
に

は
、

茂
木
銀
行
に
よ
る
横
浜
七
十
四
銀
行
の

吸
収
合
併
で

あ
っ

た
。

第
一

次
大
戦
の

ブ
ー
ム

を
通
じ
て
、

茂
木
合
名
会
社
は
貿
易

横浜七十四銀行 『横浜商業会議所月報』より
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利
潤
の

増
大
に

よ
る
拡
張
を
続
け
、

七
十
四
銀
行
は
ほ
と
ん
ど
茂
木
合
名
会
社
の

機
関
銀
行
の

観
を
呈
し
て
い

た
。

茂
木
合
名
会
社
の

資
金
の

大
部

分
は
七
十
四
銀
行
か
ら
供
与
さ
れ
た
の

で
、

七
十
四
銀
行
は
そ
の

資
金
量
を
確
保
す
る
た
め
預
金
吸
収
に

か
な
り
の

無
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

さ
ら

に

は
日

銀
借
入
金
、

コ

ー
ル

・

マ

ネ
ー
の

取
入
れ
、

為
替
尻
の

利
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

設
立
当
初
の

七
十
四
銀
行

は
、

総
貸
出
し
の

四
割
以
上
を
茂
木
合
名
会
社
に

向
け
る
と
と
も
に
、

そ
の

性
格
か
ら
横
浜
市
内
に

流
入
す
る
生
糸
関
係
荷
為
替
手
形
の

五

割
以
上
を

占
め
繁
忙
を
き
わ
め
て

い

た
。

し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、

一

九
二

〇
年
の

恐
慌
に

よ
っ

て

茂
木
合
名
会
社
は
倒
産
の

危
機
に

追
い

込
ま
れ
、

七
十
四

銀
行
も
運
命
を
と
も
に

す
る
に
い

た
っ

た
（
以
上
、

『
横
浜
銀
行
四
十
年
史
』
参
照

）。
茂
木
銀
行
と
横
浜
七
十
四
銀
行
の

合
併
は
、

ま
さ
に

営
業
基
盤

拡
大
、

規
模
利
益
追
求
の

た
め
と
い

う
積
極
的
な
意
味
を
も
つ

も
の

で

あ
り
、

こ

こ

に

横
浜
に

も
資
本
金
が
五

〇
〇
万
円
と
い

う
一

大
普
通
銀
行
が

生
ま
れ
る
に
い

た
っ

た
。

神
奈
川
県
下
の

他
の

普
通
銀
行
に

比
較
し
て
、

当
時
七
十
四
銀
行
が
群
を
抜
い

て

い

た
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
か
っ

た
。

な
お
、

こ

れ
よ
り
先
一

九
一

七
年
に

同
族
銀
行
で

あ
っ

た
日

本
実
業
銀
行
が
、

一

族
の

者
の

投
機
の

失
敗
か
ら
取
付
け
に

あ
い
、

翌
一

八
年
駿
河

銀
行
に

買
収
さ
れ
て

任
意
解
散
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。

以
上
が
、

増
資
と
合
併
に

よ
る
銀
行
の

規
模
拡
大
の

推
移
で

あ
る
。

こ

こ

で
、

こ

の

時
期
に
お
け
る

普
通
銀
行
の

他
の

側
面
に
お
け
る
動
き
を
概

括
的
に

説
明
し
て
お
こ

う
。

ま
ず
新
設
で

あ
る
が
、

こ

の

時
期
に
お
け
る
神
奈
川
県
下
に

新
設
さ
れ
た
銀
行
は
、

一

九
一

九
年
設
立
の

管
理
銀
行

（
資
本
金
二

〇
万
円

）
の

み
で

あ
っ

た
と
い

わ
れ
る
。

こ

の

管
理
銀
行
も
経
営
不
振
で
、

そ
の

後
、

減
資
↓
増
資
を
お
こ

な
っ

た
の

ち
、

一

九
一

六
年

に

は
龍
王
銀
行
と
改
称
し
て

東
京
へ

移
転
す
る
に
い

た
っ

た
。

つ

ぎ
に
こ

の

ほ
か
に

も
、

他
府
県
へ

移
動
す
る
銀
行
が
い

く
つ

か
み
ら
れ
る
。

す
な

わ
ち
、

一

九
一

二

年
に

は
大
雄
銀
行
の

黒
羽
商
業
銀
行
と
改
称
し
て
の

栃
木
県
那
賀
郡
黒
羽
村
へ

の

移
転
と
、

相
陽
銀
行
の

日

本
昼
夜
貯
蓄
銀
行
と

改
称
し
て
の

東
京
へ

の

移
転
が
み
ら
れ
る
。

一

九
一

三

年
に

は
、

吉
浜
銀
行
の

日
東
銀
行
と
改
称
し
て

の

東
京
へ

の

移
転
が
み
ら
れ
、

一

四
年
に
は

石
井
貯
蓄
銀
行
の

昌
栄
貯
蓄
銀
行
と
改
称
し
て
の

翌
一

五
年
の

東
京
へ

の

移
転
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、

一

九
一

八
年
に

は
川
崎
共
立
貯
蓄
銀
行
の
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小
浜
実
業
銀
行
と
改
称
し
て
の

福
島
県
へ

の

移
転
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、

解
散
し
た
例
と
し
て

は
、

前
掲
吾
妻
銀
行
・

日
本
実
業
銀
行
の

ほ
か
に
、

一

九
一

五

年
に

は
頭
取
石
井
虎
之
助
ほ
か
重
役
が
背
任
罪
で

拘

引
取
調
べ

を
受
け
た
武
相
貯
蓄
銀
行
が
任
意
解
散
し
て
お
り
、

翌
一

六
年
に

は
川
崎
銀
行
が
任
意
解
散
に
い

た
っ

て
い

る
。

ま
た
、

改
称
の

例
と
し

て
は
上
に

あ
げ
た
も
の

の

ほ
か
、

一

九
一

七
年
に

養
老
貯
蓄
銀
行
の

横
須
賀
貯
蓄
銀
行
へ

の

改
称
が
み
ら
れ
た
。

中
小
金
融
機

関

の

発

展

神
奈
川
県
農
工

銀
行
の

設
立
に

よ
っ

て
、

県
下
信
用
組
合
の

活
動
が
徐
々

に

活
発
に

な
っ

て

き
た
こ

と
に

つ

い

て

は
、

す
で

に

第
三

編
で

述
べ

た
と
お
り
で

あ
る
。

も
と
も
と
信
用
組
合
は
、

小
農
に

対
す
る
保
護
政
策
の

意
味
を
も
っ

て
い

た
こ

と
か
ら
、

（一）
信
用

組
合
に

対
し
て
、

地
方
自
治
体
に

よ
る
設
立
の

勧
奨
や
助
成
の

措
置
が
与
え
ら
れ
た
し
、

（二）
一

九
一

〇
（
明
治
四
十
三

）
年
か
ら

大
蔵
省
預
金
部
の

資
金
が
勧
業
銀
行
や
農
工

銀
行
を
通
じ
て

信
用
組
合
に

供
与
さ
れ
た
。

ま
た
一

九
〇
六
年
の

「
産
業
組
合
法
」
の

改
正
に

よ
っ

て
、

信
用
組
合
の

他

事
業
兼
営
が
認
め
ら
れ
た
り
、

一

九
〇
九
年
の

改
正
に

よ
っ

て

連
合
会
・

中
央
会
の

設
立
が
認
め
ら
れ
た
。

こ

う
し
た
措
置
は
、

信
用
組
合
数
の

増

大
や
信
用
組
合
の

事
業
規
模
を
拡
大
さ
せ
た
。

と
く
に

第
一

次
大
戦
下
に

お
い

て

は
、

貯
金
の

伸
び
が
著
し
く
、

一

九
一

七
年
に

は
貸
出
し
を
凌
駕

す
る
に

い

た
っ

た
。

神
奈
川
県
下
に

お
い

て

も
、

大
正
は
じ
め
に

信
用
組
合
数
が
六
二

を
数
え
、

こ

の

時
期
に

活
発
な
活
動
を
お
こ

な
っ

て

い

た
。

信
用
組
合
に
つ

い

て

は
、

い

わ
ゆ
る
農
村
信
用
組
合
の

発
展
に

比
較
し
て
、

都
市
の

中
小
零
細
企
業
の

た
め
の

信
用
組
合
組
織
の

結
成
が
立
ち
遅

れ
た
。

そ
こ

で
、

政
府
は
一

九
一

七
年
に

「
産
業
組
合
法
」
を
改
正
し
、

市
街
地
信
用
組
合
制
度
の

創
設
を
は
か
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

信
用
組
合
を

こ

の

分
野
に

積
極
的
に

育
成
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

中
小
零
細
企
業
の

相
互
扶
助
金
融
を
拡
充
し
よ
う
と
し
た
。

市
街
地
信
用
組
合
は
「
産
業
組
合

法
」
に
い

う
産
業
組
合
の

特
別
的
な
存
在
と
し
て

認
め
ら
れ
、

市
ま
た
は
主
務
大
臣
の

指
定
す
る
信
用
組
合
は
、

一

般
の

信
用
組
合
に

は
認
め
ら
れ

て
い

な
か
っ

た
組
合
員
外
か
ら
の

貯
金
の

受
入
れ
や
手
形
割
引
業
務
が
認
め
ら
れ
て
い

た
。

こ

の

結
果
、

市
街
地
信
用
組
合
が
徐
々

に

設
立
さ
れ
る

に

い

た
っ

た
が
、

そ
の

主
た
る
役
割
は
む
し
ろ
大
戦
後
の

恐
慌
時
に

発
揮
さ
れ
た
の

で
、

次
巻
に

お
い

て

神
奈
川
県
下
の

市
街
地
信
用
組
合
に
つ

い
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て
一

括
し
て

説
明
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

市
街
地
信
用
組
合
と
と
も
に
、

中
小
零
細
企
業
に

対
す
る
金
融
、

庶
民
金
融
の

分
野
で
、

重
要
な
機
能
を
発
揮
し

て

き

た

の

が
無
尽
会
社
で

あ

る
。

わ
が
国
に

は
古
く
か
ら
無
尽
講
な
い

し
は
頼
母
子
講
と
い

わ
れ
る
相
互
扶
助
金
融
組
織
が
発
達
し
て

き
た
が
、

明
治
後
期
に

零
細
商
工

業
者
を

対
象
に
、

無
尽
を
業
と
し
て

営
業
す
る
も
の

が
増
加
し
た
。

し
か
し
、

営
業
無
尽
が
ゆ
き
わ
た
り
、

多
数
の

無
尽
企
業
が
設
立
さ
れ
る
と
、

な
か
に

は
詐
欺
的
な
行
為
を
な
す
も
の

も
続
出
す
る
と
こ

ろ
と
な
っ

た
。

そ
こ

で
、

政
府
は
金
融
秩
序
の

混
乱
を
防
止
す
る
た
め
、

無
尽
会
社
に

対
す
る
規

制
を
お
こ

な
う
こ

と
と
な
り
、

一

九
一

五

年
に

「
無
尽
業
法
」
を
制
定
す
る
に

い

た
っ

た
。

同
法
に

よ

り
、

無
尽
会
社
も
銀
行
な
ど
と
同
様
に

免
許

事
業
と
な
っ

た
。

ま
た
、

三

万
円
以
上
の

出
資
金
が
求
め
ら
れ
た
り
、

他
業
の

兼
営
禁
止
、

余
裕
金
の

運
用
方
法
の

制
限
な
ど
も
同
法
に

よ
っ

て

規

制
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
り
、

こ

れ
に

よ
っ

て

無
尽
会
社
の

経
営
の

安
定
化
が
は
か
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

同
法
施
行
時
に

お
け
る
神
奈
川
県
下
の

無
尽
業
者
数
は
三

七
（
資
本
金
合
計
六
一

万
二

〇
〇
〇
円

）
で

あ
っ

た
と
い

わ
れ
る
の

で
、

当
時
の

信
用
組
合
数
と
比
較
し
て

み

て
、

か
な
り
関
心
が

高
か
っ

た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

同
法
制
定
の
一

九
一

五

年
に

は
、

横
浜
興
産
無
尽
株
式
会
社
が
資
本
金
二

〇
万
円
で

横
浜
市
花
咲
町
に

設
立
さ
れ
た

の

を
は
じ
め
、

翌
一

六
年
に
は
商
栄
無
尽
が
資
本
金
六
万
円
で

横
浜
市
久
方
町
に

設
立
さ
れ
た
。

無
尽
会
社
の

活
動
に
つ

い

て

も
、

次
巻
で

ふ
れ
て

み
た
い
。

こ

れ
と
関
連
し
て
、

中
小
金
融
機
関
と
は
い

え
な
い

が
、

一

九
一

八
年
に
、

商
工

信
託
株
式
会
社
が
資
本
金
五

〇
万
円
、

社
長
左
右
田
棟
一

で
、

横
浜
市
に

設
立
さ
れ
て

い

る
。

信
託
に

つ

い

て
の

説
明
も
、

そ
れ
が
本
格
的
に

展
開
す
る
時
期
の

分
析
を
含
む
次
巻
に

ゆ
ず
り
た
い

と
思
う
。

ま
た

生
命
保
険
・

損
害
保
険
の

分
野
に
つ

い

て

も
、

次
巻
で

ま
と
め
て

取
り
扱
う
こ

と
と
し
よ
う
。

銀
行
に
お
け
る

業

容
の

拡

大

最
後
に

第
一

次
大
戦
下
に

お
け
る
銀
行
の

業
容
の

拡
大
を
計
数
で

と
ら
え
て

み
よ
う
。

い

ま
都
市
部
の

銀
行
の
一

例
と
し
て

横

浜
七
十
四
銀
行
、

郡
部
の

銀
行
の
一

例
と
し
て

小
田
原
銀
行
を
と
り
あ
げ
、

そ
の

主
要
勘
定
科
目
の

推
移
を
示
す
と
、

表
四
－
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表4－37　横浜七十四銀行諸勘定の推移

注　『銀行通信録』より作成。1918年下期は茂木銀行と合併した七十四銀行の数字を参考まで
に示した。

表4－38　小田原銀行諸勘定の推移

注　『銀行通信録』より作成。1917年下期の数字は誤りではないかと思われる。
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